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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部（１）と、本体部（１）で支持される加熱ヘッド（２）と、
　加熱ヘッド（２）を加熱する熱源（１１）と、熱源（１１）に対して駆動電流を供給す
る電源部（１２）と、電源部（１２）の給電状態を制御するスイッチ操作具（１３）とを
有し、
　加熱ヘッド（２）は、本体部（１）の外面に露出する伝熱部（３０）と、加熱ヘッド（
２）の内端に設けられる受熱部（３１）とを一体に備えた上下に長い軸状体からなり、
　受熱部（３１）と熱源（１１）とが、本体部（１）の内部において内外に正対する状態
で配置してあることを特徴とする温熱式の美容器具。
【請求項２】
　加熱ヘッド（２）の受熱部（３１）から伝熱部（３０）の内部にわたって中空部（３５
）が形成されており、
　中空部（３５）の内奥に伝熱部（３０）の温度状態を検知する温度センサー（４１）が
配置してある請求項１に記載の温熱式の美容器具。
【請求項３】
　温度センサー（４１）を支持する筒壁（４４）を備えた加熱部ホルダー（４０）が本体
部（１）に固定されており、
　前記筒壁（４４）の上端で中空部（３５）の内周面を支持して、加熱ヘッド（２）に傾
動モーメントが作用する際に、加熱ヘッド（２）を加熱部ホルダー（４０）で受け止める
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請求項２に記載の温熱式の美容器具。
【請求項４】
　加熱ヘッド（２）の受熱部（３１）から伝熱部（３０）の内部にわたって形成した中空
部（３５）の内奥に、伝熱部（３０）の温度状態を検知する温度センサー（４１）が配置
されており、
　温度センサー（４１）を支持する筒壁（４４）を備えた加熱部ホルダー（４０）が本体
部（１）に固定されており、
　前記筒壁（４４）の上端で中空部（３５）の内周面を支持して、加熱ヘッド（２）に傾
動モーメントが作用する際に、加熱ヘッド（２）を加熱部ホルダー（４０）で受け止める
請求項１に記載の温熱式の美容器具。
【請求項５】
　温度センサー（４１）に接続したセンサーリード（４５）が、加熱部ホルダー（４０）
の筒壁（４４）の筒内空間を介して、加熱部ホルダー（４０）の外へ導出してある請求項
３または４に記載の温熱式の美容器具。
【請求項６】
　加熱部ホルダー（４０）が、筒壁（４４）と、筒壁（４４）の下端の周囲に張出し形成
したフランジ状のベース部（４３）とを一体に備えており、
　ベース部（４３）と受熱部（３１）との間に熱源（１１）が配置してある請求項３から
５のいずれかひとつに記載の温熱式の美容器具。
【請求項７】
　受熱部（３１）から伝熱部（３０）に至る加熱ヘッド（２）の全体が筒状に形成されて
、筒壁の下端にリング状の受熱部（３１）が設けられており、
　受熱部（３１）と対向配置される熱源（１１）が、リング状の面状発熱体で構成してあ
る請求項１から６のいずれかひとつに記載の温熱式の美容器具。
【請求項８】
　面状発熱体（１１）の中央に形成した装着穴（３９）を筒壁（４４）の基端部に外嵌し
て、面状発熱体（１１）が加熱部ホルダー（４０）で径方向へ移動不能に支持してある請
求項７に記載の温熱式の美容器具。
【請求項９】
　加熱ヘッド（２）の装着軸（３４）が、本体部（１）に設けた軸受部（３６）で回転自
在に軸支されており、
　軸受部（３６）が、隙間を介して上下に隣接する複数段のフランジ壁（３６ａ）で形成
してある請求項７または８に記載の温熱式の美容器具。
【請求項１０】
　加熱ヘッド（２）の受熱部（３１）と面状発熱体（１１）との間に隙間（Ｅ）が形成し
てある請求項９に記載の温熱式の美容器具。
【請求項１１】
　面状発熱体（１１）が、加熱部ホルダー（４０）のベース部（４３）の上面に固定して
ある請求項９または１０に記載の温熱式の美容器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、唇に塗布した化粧料を均等に展伸でき、さらに唇および顔肌などの肌面を好
適な状態に整え、あるいはマッサージすることができる温熱式の美容器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明に係る温熱式の美容器具に関して、特許文献１の水虫治療具が公知である。そこ
では、グリップの一端に保護筒を固定し、その内部にヒーターを配置し、水虫治療片の一
端にヒーターを巻付けている。水虫治療片は銅製の棒状体からなり、その先端に球形の加
熱部が形成してある。
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【０００３】
　本発明では、温熱を与えて肌面の状態をより好適な状態に整えるが、このように肌面に
温熱を与える美容器具は、例えば特許文献２に係る美顔用のマッサージ器に開示されてい
る。そこでは、棒状のグリップの一端に二又状のアームを装着し、両アームの間に固定し
た中空軸でマッサージローラーを回転自在に支持している。中空軸の内部には、マッサー
ジローラーを加熱するヒーターと、温度センサーが配置してある。使用時には、表面温度
が４０～４８℃に保持された状態のマッサージローラーを肌面に軽く押当て、皮膚表面に
沿ってマッサージローラーを転動させる。このように、特許文献２のマッサージ器では、
肌面に温熱を与えながらマッサージローラーで肌面を刺激する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－３５０７７４号公報（段落番号０００９、図１）
【特許文献２】特開２００８－０３６２４７号公報（段落番号００３２、図３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の水虫治療具においては、水虫治療片の一端にヒーターを巻付けて、ヒータ
ーの熱を水虫治療片に伝導する。そのため、ヒーターおよび水虫治療片を収容する保護筒
の直径、あるいは本体部の上部が大きくなるのを避けられない。
【０００６】
　特許文献２のマッサージ器は、肌面に温熱を与えながらマッサージローラーで肌面を刺
激し、肌面の状態を好適な状態に整える。しかし、中空軸の内部にヒーターと温度センサ
ーが近接した状態で配置してあるため、ヒーターの熱を温度センサーが直接的に感知して
、ヒーターへの通電状態が切換えられる。そのため、マッサージローラーが充分に加熱さ
れていない状態であるにも拘らず、ヒーターに対する給電が停止され、あるいは、ヒータ
ーの温度が一定以下になると通電が再開されるなど、給電状態が短いサイクルで頻繁に切
換えられる。そのため、肝心なマッサージローラーの温度状態を適温に維持し、安定させ
ることが困難となる。
【０００７】
　本発明の目的は、例えば、唇に塗布した化粧料を均等に展伸して、その塗布状態を滑ら
かで潤いに富んだ状態に仕上げることができ、さらに、唇および顔肌などの肌面を好適な
状態に整え、あるいはマッサージすることができる温熱式の美容器具を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る温熱式の美容器具は、本体部１と、本体部１で支持される加熱ヘッド２と
を備えている。さらに、加熱ヘッド２を加熱する熱源１１と、熱源１１に対して駆動電流
を供給する電源部１２と、電源部１２の給電状態を制御するスイッチ操作具１３とを有す
る。加熱ヘッド２は、本体部１の外面に露出する伝熱部３０と、加熱ヘッド２の内端に設
けられる受熱部３１とを一体に備えた上下に長い軸状体からなる。図１に示すように、受
熱部３１と熱源１１は、本体部１の内部において内外に正対する状態で配置してあること
を特徴とする。
【０００９】
　加熱ヘッド２の受熱部３１から伝熱部３０の内部にわたって中空部３５を形成する。中
空部３５の内奥に伝熱部３０の温度状態を検知するための温度センサー４１を配置する。
【００１０】
　温度センサー４１を支持する筒壁４４を備えた加熱部ホルダー４０が本体部１に固定さ
れている。前記筒壁４４の上端で中空部３５の内周面を支持して、加熱ヘッド２に傾動モ
ーメントが作用する際に、加熱ヘッド２を加熱部ホルダー４０で受け止めるようにする。
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【００１１】
　加熱ヘッド２の受熱部３１から伝熱部３０の内部にわたって形成した中空部３５の内奥
に、伝熱部３０の温度状態を検知する温度センサー４１を配置する。温度センサー４１を
支持する筒壁４４を備えた加熱部ホルダー４０を本体部１に固定する。筒壁４４の上端で
中空部３５の内周面を支持して、加熱ヘッド２に傾動モーメントが作用する際に、加熱ヘ
ッド２を加熱部ホルダー４０で受け止めるようにする。
【００１２】
　温度センサー４１に接続したセンサーリード４５を、加熱部ホルダー４０の筒壁４４の
筒内空間を介して、加熱部ホルダー４０の外へ導出する（図７参照）。
【００１３】
　加熱部ホルダー４０は、筒壁４４と、筒壁４４の下端の周囲に張出し形成したフランジ
状のベース部４３とを一体に備えている。ベース部４３と受熱部３１との間に熱源１１を
配置する。
【００１４】
　受熱部３１から伝熱部３０に至る加熱ヘッド２の全体を筒状に形成して、筒壁の下端に
リング状の受熱部３１を設ける。図６に示すように、受熱部３１と対向配置される熱源１
１を、リング状の面状発熱体で構成する。本発明におけるリング状の面状発熱体とは、図
６に示すようにドーナツ形の面状発熱体はもちろん、図２０（ａ）に示すように平面視が
Ｃ字状の不完全リング形状、あるいは図２０（ｂ）に示すように平面視が四角形状の角リ
ング形状の面状発熱体を含む概念である。要は、中央に形成した装着穴３９が、筒壁４４
で径方向へ移動不能に係合保持できるものであればよい。
【００１５】
　面状発熱体１１の中央に形成した装着穴３９を筒壁４４の基端部に外嵌して、面状発熱
体１１を加熱部ホルダー４０で径方向へ移動不能に支持する（図７参照）。
【００１６】
　加熱ヘッド２の装着軸３４を、本体部１に設けた軸受部３６で回転自在に軸支する。軸
受部３６は、隙間を介して上下に隣接する複数段のフランジ壁３６ａで形成する。
【００１７】
　加熱ヘッド２の受熱部３１と面状発熱体１１との間に隙間Ｅを形成する（図７参照）。
【００１８】
　面状発熱体１１は、加熱部ホルダー４０のベース部４３の上面に固定する。
【００１９】
　加熱ヘッド２の伝熱部３０は、突端に設けた半球状のマッサージ面３２と、マッサージ
面３２の下側に連続する断面円形の肌摺接面３３とで砲弾状に形成する。
【００２０】
　グリップを兼ねる棒状の本体部１の一端に加熱ヘッド２を設け、本体部１の他端にイオ
ンクレンジング装置３を設ける。
【００２１】
　イオンクレンジング装置３は、本体部１に設けたグリップ電極５１・５２と、本体部１
の端部に設けた肌用電極５３と、これらの電極５１～５３に電流を供給する電流調整回路
を含んで構成する（図２参照）。肌用電極５３に着脱可能に装着した綿棒５４で、肌面の
イオンクレンジングを行う。
【００２２】
　図２２に示すように、肌用電極５３に綿棒５４を装着する装着穴６８と、含液シート１
０３を密着するシート受面１０２とを形成する。含液シート１０３は、肌用電極５３に装
着したシート押え１０４でシート受面１０２に密着保持される。イオンクレンジング装置
３の使用形態を、綿棒５４が肌用電極５３の装着穴６８に装着された第１使用形態と、含
液シート１０３がシート受面１０２に装着された第２使用形態とに、択一的に変更できる
ようにする。
【発明の効果】
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【００２３】
　本発明の温熱式の美容器具においては、本体部１の一端に設けた加熱ヘッド２を、伝熱
部３０と、加熱ヘッド２の内端に設けられる受熱部３１とで上下に長い軸状体として形成
した。また、受熱部３１と熱源１１は、本体部１の内部において内外に正対する状態で配
置した。このように、加熱ヘッド２を軸状体として形成し、受熱部３１と熱源１１を内外
に正対する状態で配置する美容器具によれば、加熱ヘッド２を支持する本体部１の太さが
大きくなるのを避けることができる。これは、例えば筒状に形成した熱源を加熱ヘッドの
周囲に配置する場合には、本体部１の太さを筒状の熱源を収容できる大きさにする必要が
あるため、受熱部３１と熱源１１を内外に正対する状態で配置する場合に比べて、本体部
１の太さが大きくなってしまうからである。
【００２４】
　例えば、唇の肌面の手入れを行う場合には、所定温度に加熱された加熱ヘッド２を、唇
に密着させ、唇に塗布した化粧料に温熱を加えながら塗り伸ばすことにより、化粧料に含
まれるパラフィンなどの油脂類やワックス類を軟化させながら塗り伸ばすことができる。
そのため、唇の肌面に縦皺が形成されていたとしても、皺の内部にまで化粧料を染込ませ
ることができ、従って、口紅やリップクリームなどの化粧料の塗布状態を滑らかで潤いに
富んだ状態に仕上げることができる。
【００２５】
　また、リップクリームを唇の肌面に沿って塗り伸ばした後に、加熱ヘッド２を唇の表面
にあてがって、温熱を加えながら唇全体のマッサージを行うことにより、唇の状態を良好
な状態に整えることができる。具体的には、唇の肌面がマッサージによって動的に刺激さ
れる効果と、温熱が加えられることによる皮膚細胞の活性化を促す効果とが得られるので
、動的な刺激効果と活性効果との相乗効果で唇の血行を促進できる。これに伴い、唇の肌
面の色合いを自然な状態に回復し、唇の表面状態を艶やかでふっくらとした状態に整える
ことができる。さらに、唇のケアを行ったのちに口紅を塗布することにより、口紅の塗布
状態を滑らかで潤いに富んだ状態に仕上げることができる。短時間で唇のケアを行えるの
で、昼食後や退社前などの化粧直しなどの際にでも手軽に唇のケアを行うことができる。
また、同様にして顔肌の手入れを行うことにより、肌面の状態を整えることができる。
【００２６】
　加熱ヘッド２に中空部３５を設け、その内奥に温度センサー４１を配置すると、肌面に
接触する伝熱部３０の温度状態を、伝熱部３０に近い位置で検知することができる。従っ
て、伝熱部３０の温度変化をタイムラグのない状態で迅速に検知でき、これにより、熱源
１１に供給される駆動電力が頻繁にオン・オフされるのを防止して、加熱ヘッド２の温度
状態を安定化できる。
【００２７】
　加熱部ホルダー４０の筒壁４４の上端で、中空部３５の内周面を支持する美容器具によ
れば、加熱ヘッド２に傾動モーメントが作用する際に、加熱ヘッド２を加熱部ホルダー４
０で受け止めることができる。従って、加熱ヘッド２の基部を支持するケース部分が傾動
モーメントを受けて破損し、あるいは、加熱ヘッド２の受熱部３１と対向する熱源１１が
、受熱部３１で圧潰されるのを良く防止できる。
【００２８】
　請求項４に係る美容器具によれば、加熱ヘッド２に中空部３５を設け、その内奥に温度
センサー４１を配置するので、伝熱部３０の温度状態を、伝熱部３０に近い位置で検知す
ることができる。従って、伝熱部３０の温度変化をタイムラグのない状態で迅速に検知で
き、これにより、熱源１１に供給される駆動電力が頻繁にオン・オフされるのを防止して
、加熱ヘッド２の温度状態を安定化できる。また、加熱部ホルダー４０の筒壁４４の上端
で、中空部３５の内周面を支持するので、加熱ヘッド２に傾動モーメントが作用する際に
、加熱ヘッド２を加熱部ホルダー４０で受け止めることができる。従って、加熱ヘッド２
の基部を支持するケース部分が傾動モーメントを受けて破損し、あるいは、加熱ヘッド２
の受熱部３１と対向する熱源１１が、受熱部３１で圧潰されるのを良く防止できる。
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【００２９】
　温度センサー４１のセンサーリード４５を、筒壁４４の筒内空間を介して加熱部ホルダ
ー４０の外へ導出すると、筒壁４４でセンサーリード４５の外面を完全に覆って保護し、
センサーリード４５が断線するのを良く防止できる。また、加熱ヘッド２の輻射熱を筒壁
４４で遮断して、輻射熱がセンサーリード４５に伝わるのを阻止できるので、センサーリ
ード４５の絶縁被覆が劣化するのを防止できる。
【００３０】
　筒壁４４とフランジ状のベース部４３とで加熱部ホルダー４０を構成し、ベース部４３
と受熱部３１との間に熱源１１を配置すると、熱源１１からベース部４３へ向かって放射
される熱を、ベース部４３で受止めて断熱することができる。さらに、ベース部４３へ向
かって放射された熱を、ベース部４３の輻射作用で受熱部３１へ向かって再放射すること
ができる。従って、熱源１１による加熱ヘッド２の加熱を効果的に行うことができる。
【００３１】
　受熱部３１から伝熱部３０に至る加熱ヘッド２の全体を筒状に形成して、筒壁の下端に
リング状の受熱部３１を設けると、中空部３５の容積の分だけ伝熱部３０の体積を小さく
できる。従って、面状発熱体１１から受熱部３１に伝えられた熱を、速やかに伝熱部３０
へ伝導することができる。また、受熱部３１および熱源１１のそれぞれを、リング状に形
成して対向させるので、平面的に拡がりのある面状発熱体１１の発熱面から放出した熱を
、受熱部３１へ向かってむらのない状態で放射でき、これにより加熱ヘッド２を効果的に
加熱することができる。面状発熱体１１は、厚みが薄く占有スペースが少なくて済むので
、美容器具を小形化するのに寄与できる。
【００３２】
　面状発熱体１１に形成した装着穴３９を筒壁４４の基端部に外嵌して、面状発熱体１１
を径方向へ移動不能に支持すると、面状発熱体１１が外部衝撃を受けて遊動し、周囲の構
造物に衝突して変形あるいは破損するのをよく防止できる。従って、強度が低く壊れやす
い面状発熱体１１であっても、その発熱機能が損なわれるのを確実に防止して、耐久性を
向上できる。
【００３３】
　加熱ヘッド２の装着軸３４を本体部１の軸受部３６で回転自在に軸支すると、加熱ヘッ
ド２を肌面に沿って転動させることにより、温熱を肌面に効果的に伝えながら化粧料を塗
り伸ばすことができる。また、伝熱部３０の周面が肌面から離れて再び肌面に接触するま
での間に、伝熱部３０の温度を適温状態に復元できるので、常に適温の状態の伝熱部３０
を肌面に接触させて、化粧料の塗り伸ばし作業、および肌面のマッサージをさらに効果的
に行うことができる。上下に隣接する複数段のフランジ壁３６ａで軸受部３６を形成する
と、隣接するフランジ壁３６ａの間の空気層の断熱作用で、装着軸３４から放出される熱
を軸受部３６の内部に保持できるので、加熱ヘッド２の熱が無駄に放出されるのを防止で
きる。
【００３４】
　受熱部３１と面状発熱体１１とを隙間Ｅを介して正対させると、加熱ヘッド２が回転す
るとき、面状発熱体１１が受熱部３１と擦れ合うのを避けて、加熱ヘッド２の回転動作を
円滑化できる。また、面状発熱体１１が受熱部３１で擦られて発熱機能が損なわれるのを
確実に防止しながら、面状発熱体１１から受熱部３１へ伝熱するときの熱ロスを小さくで
きる。
【００３５】
　加熱部ホルダー４０のベース部４３の上面に面状発熱体１１を固定すると、面状発熱体
１１の電気的な接点構造を簡素化できる。これは、例えば面状発熱体１１が加熱ヘッド２
に設けてある場合には、面状発熱体１１が加熱ヘッド２に同行して回転するので、一対の
電極３８に対する接点構造が複雑にならざるを得ないが、こうした接点構造の複雑さを回
避できるからである。また、面状発熱体１１の熱をベース部４３で遮断し断熱できるので
、面状発熱体１１の熱がベース部４３を介して無駄に放出されるのを防止し、熱源１１に
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よる加熱ヘッド２の加熱を効果的に行うことができる。
【００３６】
　半球状のマッサージ面３２と、断面円形の肌摺接面３３とで砲弾状に形成した伝熱部３
０によれば、マッサージ面３２と肌摺接面３３を使い分けて、唇をマッサージし、あるい
は化粧料を塗り伸ばすことができる。また、断面が円形の肌摺接面３３で化粧料を塗り伸
ばすので、肌面と接触する肌摺接面３３の部位の変更を円滑に行なうことができ、従って
、肌摺接面３３による化粧料の塗り伸ばし作業をさらに簡便に行うことができる。さらに
、加熱ヘッド２の突端のマッサージ面３２を肌面や唇に押付けた状態でマッサージを行う
ことにより、肌面に対してより綿密にしかも的確にマッサージ刺激を与えることができる
ので、マッサージ効果を増進して肌面の血行を促進できる。
【００３７】
　本体部１の一端に加熱ヘッド２を設け、本体部１の他端にイオンクレンジング装置３を
設けた美容器具によれば、肌用電極５３に装着した美容液含浸体５４で肌表面の美容処理
を行なったうえで、加熱ヘッド２を使用して肌面や唇のマッサージおよび化粧料の塗り伸
ばしを行なうことができる。従って、美容器具とは別にイオンクレンジング装置３を用意
する必要がなく、肌面や唇に対する前処理と、化粧料を用いたマッサージなどの一連の作
業を、１個の美容器具のみで簡便に行なうことができる。
【００３８】
　肌用電極５３に着脱可能に装着した綿棒５４で、唇の肌面のイオンクレンジングを行う
イオンクレンジング装置３によれば、肌面に対するイオンクレンジングを綿棒５４で綿密
に行うことができる。例えば、唇の縦皺や肌面のめくれなどの肌荒れが激しい部分に対し
て集中的にマッサージ刺激を与え、あるいは綿棒５４に含浸させた美容用液を縦皺に対し
てピンポイント状にしみ込ませるなど、微妙な操作を行なって唇などの肌面の状態をさら
に好適な状態にできる。同様にして、小鼻の入隅部分の肌面の状態を好適な状態に整える
ことができる。イオンクレンジングを行った後に、加熱ヘッド２で肌面のマッサージを行
なうことにより、肌面の表面状態を艶やかでふっくらとした状態に整えることができる。
また、イオンクレンジングを行った状態の唇に口紅を塗布することにより、滑らかで潤い
に富んだ状態に仕上げることができる。
【００３９】
　イオンクレンジング装置３を、綿棒５４でイオンクレンジングを行う第１使用形態と、
含液シート１０３でイオンクレンジングを行う第２使用形態とに変更できるようにした美
容器具によれば、その適用範囲をさらに拡大できる。詳しくは、綿棒５４でイオンクレン
ジングを行う第１使用形態とは別に、面積の大きな含液シート１０３を使用する第２使用
形態を付加して、肌面のイオンクレンジングを行うことができるので、美容器具の機能を
拡大してユーザーの利便性を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明に係る美容器具の上半部の縦断側面図である。
【図２】美容器具の正面図である。
【図３】美容器具の側面図である。
【図４】本体部の構成部材を分離した状態で示す一部破断側面図である。
【図５】本体ケースの分解斜視図である。
【図６】加熱ヘッドとその支持構造を示す分解断面図である。
【図７】加熱ヘッドの縦断側面図である。
【図８】イオンクレンジング装置の縦断側面図である。
【図９】イオンクレンジング装置の分解断面図である。
【図１０】美容器具における配電構造を示す説明図である。
【図１１】図２におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図１２】保持ケースの組付け途中状態を示す縦断正面図である。
【図１３】肌用電極に綿棒を装着した状態の縦断正面図である。
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【図１４】下キャップの綿棒切断構造を示す図３におけるＢ－Ｂ線断面図である。
【図１５】下キャップによる綿棒の切断作用を示す説明図である。
【図１６】美容器具の使用状態説明図である。
【図１７】加熱ヘッドによる化粧料の展伸作用を示す説明図である。
【図１８】美容器具の別の実施例を示す一部破断正面図である。
【図１９】加熱ヘッドの別の実施例を示す斜視図である。
【図２０】面状発熱体の別の実施例を示す一部破断平面図である。
【図２１】美容器具の別の実施例を示す正面図である。
【図２２】図２１に係る肌用電極の断面図である。
【図２３】美容器具のさらに別の実施例を示す正面図である。
【図２４】図２３に係る美容器具の側面図である。
【図２５】図２３に係る肌用電極の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
（実施例）　図１ないし図１７は、本発明を唇用の美容器具に適用した実施例を示す。な
お、本発明における前後、左右、上下とは、図２および図３に示す交差矢印と、各矢印の
近傍に表記した前後、左右、上下の表示に従う。図２において、美容器具は、本体部１と
、本体部１の上端から上向きに突出する状態で設けた加熱ヘッド２と、本体部１の下端に
設けたイオンクレンジング装置３と、加熱ヘッド２およびイオンクレンジング装置３の外
面を覆う上キャップ４（図３参照）、および下キャップ５などで構成してある。
【００４２】
（本体部の構造）
　図２～図６に本体部１の詳細構造を示している。本体部１は、グリップを兼ねる本体ケ
ース６と、本体ケース６に組付けられる保持ケース７と、本体ケース６の下側に配置され
る底蓋８などで構成してあり、保持ケース７の上端に先の加熱ヘッド２が組付けてある。
本体部１の内部には、加熱ヘッド２を加熱する面状発熱体（熱源）１１と、面状発熱体１
１に対して駆動電流を供給する電池（電源部）１２が収容してある。この実施例では、保
持ケース７の内部に電池１２を収容し、保持ケース７の上部に面状発熱体１１を配置する
ようにした。また、本体ケース６の上端に臨んで、美容器具の運転状態を切換えて、電池
１２の給電状態を制御するスイッチボタン（スイッチ操作具）１３が設けてある。
【００４３】
　図５に示すように、本体ケース６は、丸筒状の内ケース１５と、内ケース１５を収容す
る透明な四角筒状の外ケース１６とで二重筒状に形成してあり、両ケース１５・１６の間
の隙間に装飾シート１７が収容してある。このように、外ケース１６の内部に装飾シート
１７を配置すると、外ケース１６を介して装飾シート１７を視認する際に、外ケース１６
の透明感によって装飾シート１７の呈色状態を深みのあるものとすることができ、本体ケ
ース６の外観を高級感に富むものとすることができる。また、模様や呈色状態が異なる複
数の装飾シート１７を用意しておくことにより、装飾シート１７の種類数の分だけ美容器
具の外観上のバリエーションを拡大できる。なお、装飾シート１７を省く代わりに、内ケ
ース１５の外面に塗装等により装飾面を形成することができる。その場合にも、上記と同
様に、外ケース１６を介して装飾面を視認する際に、外ケース１６の透明感によって装飾
面の呈色状態を深みのあるものとすることができる。さらに、装飾シート１７を省く代わ
りに、外ケース１６の内面に塗装等により装飾面を形成することができる。その場合にも
、上記と同様に、外ケース１６を介して装飾面を視認する際に、外ケース１６の透明感に
よって装飾面の呈色状態を深みのあるものとすることができる。
【００４４】
　図６に示すように、保持ケース７は、前ケース７ａと後ケース７ｂとを蓋併せ状に接合
して構成してあり、その上半部分を丸筒状に形成して、面状発熱体１１、スイッチボタン
１３、および回路基板１９などを収容する制御区画２０が設けてある。また、前ケース７
ａの下半部には電池ホルダー２１が一体に設けてあり、保持ケース７を本体ケース６から
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抜外した状態において、電池１２を電池ホルダー２１に着脱することができる。回路基板
１９には、スイッチボタン１３で切換え操作されるスイッチ素子２２が実装してあり、さ
らに、スイッチ素子２２の上下にチップ状のＬＥＤ２３・２４が実装してある（図１参照
）。回路基板１９には、加熱ヘッド２およびイオンクレンジング装置３に対する給電状態
を制御する制御回路が実装してある。回路基板１９は、前ケース７ａと後ケース７ｂの接
合面の間に挟持固定してある。
【００４５】
　スイッチボタン１３を支持するために、保持ケース７の制御区画２０の下部前面にレン
ズユニット２５を組付け、同ユニット２５と前ケース７ａとでスイッチボタン１３を出没
自在に案内し、ばね２８で外向きに押出し付勢している。レンズユニット２５は透明プラ
スチック材で形成してあり、その上下に先のＬＥＤ２３・２４と正対する導光壁２６・２
７が設けてある。
【００４６】
　スイッチボタン１３をばね２８に抗して１回押込み操作すると、スイッチ素子２２がオ
ン状態になり、このオン信号を受けた制御回路がイオンクレンジング装置３に電池１２の
電力を供給する。同時に下側のＬＥＤ２３が点灯して、美容器具の運転状態が、イオンク
レンジングのための第１モードになっていることを導光壁２６を介して表示する。スイッ
チボタン１３をもう一度押込み操作すると、スイッチ素子２２のオン信号を受けた制御回
路が、イオンクレンジング装置３への給電を停止し、面状発熱体１１に電池１２の電力を
供給する。同時に上側のＬＥＤ２４が点灯して、美容器具の運転状態が、マッサージと化
粧料の展伸のための第２モードになっていることを導光壁２７を介して表示する。さらに
、スイッチボタン１３を押込み操作すると、スイッチ素子２２のオン信号を受けた制御回
路が、全ての給電路を遮断して電力の供給を停止して待機状態になる。
【００４７】
（加熱ヘッドの構造）
　図１、図６および図７に加熱ヘッド２の詳細構造を示している。加熱ヘッド２は、アル
ミニウム製の丸棒に旋削加工と研削加工とを施して上下に長い軸状体に形成してあり、そ
の上半部に伝熱部３０が形成され、その下端にフランジ状の受熱部３１が形成してある。
伝熱部３０は、その上端に設けた半球状のマッサージ面３２と、マッサージ面３２の下側
に連続する断面円形の肌摺接面３３とで砲弾状に形成してある。また、伝熱部３０と受熱
部３１との間には、加熱ヘッド２を保持ケース７に装着するための装着軸３４が丸軸状に
形成してある。肌摺接面３３は、リップクリームを唇表面に塗り伸ばす展伸面として機能
し、さらに唇をマッサージするためのマッサージ面として機能する。
【００４８】
　加熱ヘッド２の内部には、後述する温度センサー４１を収容するための中空部３５が下
向きに開口する状態で形成してあり、中空部３５の開口縁の周囲に、面状発熱体１１の熱
を受継ぐリング状の受熱部３１が張出してある。このように、受熱部３１から伝熱部３０
に至る加熱ヘッド２の全体を筒状に形成すると、中空部３５の容積の分だけ伝熱部３０の
体積を小さくできるので、面状発熱体１１から受熱部３１に伝えられた熱を、速やかに伝
熱部３０へ伝導することができる。先の装着軸３４を前後ケース７ａ・７ｂの対向面に設
けた軸受部３６で軸支することにより、加熱ヘッド２は保持ケース７で回転自在に支持さ
れる。つまり、加熱ヘッド２は本体部１で回転自在に支持されている。前後ケース７ａ・
７ｂに設けた軸受部３６は、隙間を介して上下に隣接する上下２段の半円状のフランジ壁
３６ａで構成してある（図７参照）。
【００４９】
　図６に示すように、面状発熱体１１は、絶縁性のベースフィルム１１ａの上面にヒータ
ー線１１ｂをつづら折り状に配置し、その上面を絶縁性の保護フィルム１１ｃで覆ったフ
ィルムヒーターからなる。ベースフィルム１１ａの周縁の２個所には電極３８が設けてあ
る。両フィルム１１ａ・１１ｃの中央に装着穴３９を形成することにより、面状発熱体１
１はリング状に形成されている。ヒーター線１１ｂはステンレス製の板材にエッチング加
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工を施して形成されており、リング状のベースフィルム１１ａの全面にわたってつづら折
り状に連続し、高密度に配置した状態で形成してある。面状発熱体１１のリング径は、受
熱部３１のリング径と概ね一致させてあるので、面状発熱体１１で発生した熱を、受熱部
３１へ向かってむらのない状態で放射して、加熱ヘッド２を効果的に加熱することができ
る。
【００５０】
　面状発熱体１１と、後述する温度センサー４１とを支持するために、加熱ヘッド２の内
部に加熱部ホルダー４０が配置してある。図７において、加熱部ホルダー４０は、面状発
熱体１１を支持する皿状のベース部４３と、ベース部４３から上向きに突設される筒壁４
４とを一体に備えており、ベース部４３の周囲壁を前後ケース７ａ・７ｂで挟持すること
により、保持ケース７に固定してある。ベース部４３に装着した面状発熱体１１は、中央
の装着穴３９が筒壁４４の基端部に外嵌して径方向へ移動不能に支持されており、さらに
、面状発熱体１１の上面が加熱ヘッド２の受熱部３１と小さな隙間Ｅを介して上下に対向
している。具体的には、面状発熱体１１の全厚寸法が０．５～０．６ｍｍであるとき、面
状発熱体１１の上面と受熱部３１との間の隙間Ｅの寸法が０．１２～０．２ｍｍになるよ
うにした。なお、加熱ヘッド２は本体部１に対して回転不能に固定することができるが、
その場合には、ヒーターユニットを受熱壁３１に密着させることにより、熱伝導効率を向
上することができる。
【００５１】
　上記のように、面状発熱体１１と受熱部３１とを小さな隙間Ｅを介して正対させると、
面状発熱体１１から受熱部３１への熱移動を効果的に行ないながら、面状発熱体１１の熱
が周囲に放散されるのを皿状のベース部４３で防止できる。また、加熱ヘッド２が本体部
１の中心軸の周りに回転するとき、面状発熱体１１が受熱部３１と擦れ合うのを避けて、
加熱ヘッド２の回転動作を円滑化でき、加えて、面状発熱体１１が受熱部３１で擦られて
発熱機能が損なわれるのを避けることができる。さらに、面状発熱体１１を加熱部ホルダ
ー４０に固定するので、面状発熱体１１が加熱ヘッド２に設けてある場合に比べて、面状
発熱体１１の電気的な接点構造を簡素化できる。
【００５２】
　温度センサー４１は、チップ状のＮＴＣサーミスタからなり、加熱部ホルダー４０の筒
壁４４の上端の上面、つまり中空部３５の内奥に配置されて、加熱ヘッド２の伝熱部３０
の温度状態を検知する。温度センサー４１のセンサーリード４５は、筒壁４４の内部空間
を利用して制御区画２０側へ導出されて回路基板１９に接続してある。制御回路は温度セ
ンサー４１の検知信号を受けて面状発熱体１１の発熱状態を制御し、マッサージ面３２お
よび肌摺接面３３の表面温度を４３℃に保持する。センサーリード４５は筒壁４４で常に
保護されているので、本体部１に大きな衝撃が作用するような場合でも、センサーリード
４５が断線することはない。なお、温度センサー４１は、筒壁４４の上端の上面から僅か
に浮き離れた状態で支持してあってもよい。
【００５３】
　伝熱部３０の表面温度を、体温と同じ程度の３６℃以上とし、確実に温かさを感じるこ
とができる４５℃以下に設定するのは、化粧料のパラフィン成分を確実に軟化できるよう
にしながら、加熱ヘッド２の熱で唇の肌面が低温やけどになるのを防止するためである。
加熱ヘッド２の表面温度が３６℃未満であると、化粧料のパラフィン成分を軟化させるの
が難しくなり、化粧料を塗り伸ばすのに多くの時間が掛かる。また、加熱ヘッド２の表面
温度が４５℃を越えると、唇の肌面が弱いユーザーの場合に低温やけどを生じるおそれが
ある。
【００５４】
（イオンクレンジング装置の構造）
　図２、および図８～図１３にイオンクレンジング装置３の詳細構造を示している。図２
において、イオンクレンジング装置３は、本体ケース６の側に設けられる２個のグリップ
電極５１・５２と、底蓋８の下面中央に設けられる独楽形状の肌用電極５３と、これらの
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電極５１～５３にパルス電流を供給する電流調整回路などで構成してある。電流調整回路
は回路基板１９に設けた制御回路の一部を構成している。肌用電極５３に美容用液が含浸
された綿棒（美容液含浸体）５４を装着すると、同電極５３と綿棒５４とが導通した状態
になるので、綿棒５４の綿球部５５を唇の肌面に接触させて払拭することにより、イオン
導出作用によって肌面を整えることができる。図３において符号５６は綿棒５４の軸部で
ある。
【００５５】
　本体ケース６の上下端には、それぞれ四角枠状の上エンドキャップ５８および下エンド
キャップ５９が係合装着してあり、これらのエンドキャップ５８・５９の表面全体に金属
めっきを施すことによりグリップ電極５１・５２が形成してある。上エンドキャップ５８
は、基本的に下向きに開口する四角箱状に形成するが、その前壁はレンズユニット２５を
組むために切欠いてある（図６参照）。下エンドキャップ５９は上下両面が開口する四角
枠状に形成され、その後面の左右中央に上向きの電極片６０が突設してある。上エンドキ
ャップ５８は保持ケース７の電池ホルダー２１の上側部分に係合装着してあり、下エンド
キャップ５９は内ケース１５の下部に凹凸係合構造６１を介して係合装着してある（図８
参照）。
【００５６】
　下エンドキャップ５９の下面中央には、ねじボス６２が設けてあり、ねじボス６２と、
その下面に接合した底蓋８とをビス６３で締結することにより、底蓋８が下エンドキャッ
プ５９に固定してある。図８に示すように、下エンドキャップ５９を内ケース１５の下部
に係合装着した状態においては、底蓋８に設けた係合腕９１が、電池ホルダー２１の下部
の係合片９２と係合している。
【００５７】
　肌用電極５３は、ステンレス製の電極ホルダー６５に装着してあり、電極ホルダー６５
は、底蓋８と、底蓋８の下面に固定した蓋体６６とで挟持固定してある。図９に示すよう
に、肌用電極５３は、導電性のゴムを素材にしてキャップ状に形成してあり、電極ホルダ
ー６５に外嵌する筒状の周回壁６７と、中央に綿棒５４用の装着穴６８が形成してある端
壁６９とを一体に備えている。周回壁６７の内面には、電極ホルダー６５に設けた係合溝
７６に係合する係合リブ７０が形成してある。また、装着穴６８の下開口には、綿球部５
５の基端部分を受止めるすり鉢状の受座７１が形成してある。電極ホルダー６５は、軸部
７３とフランジ部７４とを一体に備えており、軸部７３の中央に綿棒５４の軸部５６を受
入れる逃穴７５が有底穴状に形成してあり、軸部７３の周面に係合リブ７０と係合する係
合溝７６が周回状に形成してある。
【００５８】
　電極ホルダー６５に設けた逃穴７５が有底穴として形成してあるので、綿棒５４から軸
部５６を伝って流れ落ちる美容用液の全てを逃穴７５で受止めて穴内に貯留できる。従っ
て、余分な美容用液が本体部１の内部に入込んで、内部回路がショートするのを確実に防
止できる。図８に示すように、逃穴７５の直径Ｄ１は、装着穴６８の直径Ｄ２より大きく
設定してある。また、装着穴６８の直径Ｄ２は綿棒５４の軸部５６の直径より小さく設定
してあり、従って図１３に示すように、軸部５６は装着穴６８に対して圧入気味に装着さ
れる。
【００５９】
　上下のグリップ電極５１・５２、および肌用電極５３のそれぞれにパルス電流を供給す
る給電構造を図１０に示している。給電構造は、上エンドキャップ５８の内面のめっき層
に接触する第１接触端子７９と、電池ホルダー２１の外面の左右に配置される第２接触端
子８０、および第３接触端子８１を備えている。さらに給電構造は、下エンドキャップ５
９のねじボス６２にビス６３で共締め固定される第４接触端子８２と、底蓋８で上下スラ
イド自在に案内されるピン状の第５接触端子８３と、同端子８３を押上げ付勢する金属製
のばね８４などで構成してある。ばね８４の下端は電極ホルダー６５で受止められている
。
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【００６０】
　図１に示すように、第１接触端子７９は後ケース７ｂに装着されて、回路基板１９に対
してリード線を介して接続してある。また、第２接触端子８０と第３接触端子８１は、図
１１に示すように電池ホルダー２１の左右壁に固定されて、回路基板１９に対してリード
線を介して接続してある。同様に、電池１２用の正極端子８５と負極端子８６は、電池ホ
ルダー２１の定位置に固定されて、リード線を介して回路基板１９に接続してある。
【００６１】
　図１２に示すように、下エンドキャップ５９を内ケース１５に係合し、さらに保持ケー
ス７を内ケース１５に差込み係合すると、図１３に示すように、グリップ電極５２と導通
する第４接触端子８２が第２接触端子８０に密着し、さらに電極ホルダー６５を介して肌
用電極５３と導通する第５接触端子８３が、第３接触端子８１に密着する。従って、回路
基板１９に実装した制御回路から供給されるパルス電流を、上下のグリップ電極５１・５
２、および肌用電極５３にそれぞれ供給することができる。また、保持ケース７の下端に
第２接触端子８０および第３接触端子８１を設け、底蓋８の上端に第４接触端子８２およ
び第５接触端子８３を設けるので、保持ケース７を内ケース１５に単に差込み係合するだ
けで、対応する各端子どうしを確実に密着させることができる。
【００６２】
　後述するように、イオンクレンジング作業を行うときには、綿棒５４に美容用液を含浸
させた状態で唇のケアを行う。そのため、美容用液の含浸量が多いと、綿球部５５から滴
り落ちた美容用液が肌用電極５３の表面を伝って蓋体６６へと流動する。このように、過
剰な美容用液が蓋体６６を介して本体部１の内部に入り込むのを防ぐために、肌用電極５
３の蓋体６６との隣接端に溝部８８を形成し、さらに溝部８８に臨む蓋体６６の表面に液
受凹部８９を周回状に形成している（図１３参照）。溝部８８は、肌用電極５３を電極ホ
ルダー６５から取外すときの、指先を引っ掛けるための指掛部としても機能している。
【００６３】
（綿棒の切断構造）
　図１３に示すように、綿棒５４はその軸部５６を所定の長さに切断した状態で使用する
が、軸部５６の切断をユーザー自身で簡便に行えるようにするために、下キャップ５に綿
棒を切断するための構造を設けている。図１４および図１５において、綿棒の切断構造は
、下キャップ５の底壁の隅部寄りに設けた綿棒装填穴９５と、この装填穴９５に臨んで下
キャップ５の周囲壁から連出した１対の棒受壁９６とで構成する。綿棒装填穴９５は、綿
球部５５を差込むための不完全円状の丸穴９７と、丸穴９７に連続して隅部へ延びる角穴
９８とで鍵穴形に形成してある。棒受壁９６は角穴９８の対向縁に沿って形成してあり、
その上端から装填穴９５の下開口までの長さが、肌用電極５３の受座７１から逃穴７５の
内奥端までの長さに一致させてある。また、１対の棒受壁９６の対向間隔が、受座７１と
装填穴６８との隣接部分の直径寸法と一致させてある。
【００６４】
　綿棒５４を切断する場合には、図１５（ａ）に示すように、綿球部５５を下キャップ５
の下面側から綿棒装填穴９５の丸穴９７に差込み、綿棒５４の全体を角穴９８側へ移動さ
せて綿球部５５を下キャップ５の隅壁に接当させる。この状態で、綿棒５４から指先を離
すと、図１５（ｂ）に示すように、綿球部５５の基端部が棒受壁９６で受止められて綿棒
５４が宙吊り状態となる。次に、図１５（ａ）に示すように、綿球部５５を下キャップ５
の隅部に押えつけて固定したのち、図１５（ｂ）に示すように、軸部５６を棒受壁９６の
厚み方向へ折り曲げて余分な軸部５６を切断することにより、適正な長さに切断された綿
棒５４を得ることができる。従って、ユーザーは、衛生的な状態で保管しておいた綿棒５
４を、イオンクレンジング作業を行う直前に切断して、清潔な状態で使用することができ
る。
【００６５】
　イオンクレンジング作業を行ったのちの綿棒５４は、肌用電極５３から取外して廃棄す
る。しかし、綿棒５４を肌用電極５３に装着した状態のままで、下キャップ５が底蓋８に
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装着されてしまうと、雑菌が繁殖し、あるいは綿球部５５に付着した皮脂が腐敗するなど
、非衛生的な状態になってしまう。こうした事態を確実に防止し、肌用電極５３を常に衛
生的な状態に保持するために、図１２に示すように、下キャップ５の内法上下寸法を、下
エンドキャップ５９の下端面から肌用電極５３の下端面までの上下寸法より僅かに大きく
なるように設定している。こうした下キャップ５によれば、肌用電極５３の綿棒５４を差
込んだ状態のままでは、綿棒５４が邪魔になって下キャップ５を底蓋８に係合することが
できなくなる。従って、ユーザーの注意を喚起して、使用後の綿棒５４は廃棄する必要が
あることを物理的に明確に知らせて、美容器具の適正な使用を促すことができる。
【００６６】
（美容器具の使用法）
　使用時には、図１６に示すように、綿棒５４の軸部５６を肌用電極５３の装着穴６８に
圧入して、綿球部５５側の軸部５６を装着穴６８に保持し、綿球部５５を受座７１で受止
めた状態で綿棒５４の全体を支持する。この装着状態において、美容用液が含浸された綿
球部５５は受座７１に密着して肌用電極５３と電気的に導通している。綿棒５４が傾いた
状態で装着穴６８に差込み装着された場合でも、軸部５６の下端を逃穴７５の内周面で支
持することができるので、綿棒５４が大きく傾いた状態で装着されるのを防いで、綿棒５
４を安定した状態で支持できる。使用途中に軸部５６が折れた場合でも、折れた軸部分は
直径が大きな逃穴７５内に保持されるだけであるため、肌用電極５３を電極ホルダー６５
から取外すだけで、折れた軸部部分を簡単に排出することができる。
【００６７】
　綿棒５４を肌用電極５３に装着した後、綿球部５５に化粧水などの美容用液を含浸させ
、スイッチボタン１３をオン操作して、美容器具をイオンクレンジングを行うための第１
モードに切換える。この状態で、図１６に示すように本体部１を手で握って、人指し指を
下側のグリップ電極５２の電極片６０に接触させた状態で、鏡を見ながら綿球部５５を唇
に接触させ、肌面の縦皺に沿って綿球部５５を上下に滑らせる。また、唇の長手方向に沿
って綿球部５５を滑らせて肌面の全体を整える。
【００６８】
　このとき、綿球部５５が装着された肌用電極５３はプラスの極性に、グリップ電極５１
・５２はマイナスの極性になっており、人体を介して両電極間に導通する微弱な電流によ
ってイオン導出作用を発揮できる。このとき、唇の肌面には綿棒５４を介して電流が供給
されるので、肌面に作用する電流を弱めることができ、従って角質層が薄い唇の負担を軽
減できる。以上のようにしてクレンジングを行うことにより、肌面の皺や襞部などに入込
んでいた汚れを綿球部５５に吸着させて、肌面を清潔な状態に保持できる。また、唇の肌
面に化粧水をしみ込ませて、肌面を湿潤で弾力のある状態に保持できる。充分に払拭しき
れていない口紅が残っていた場合でも、残留する口紅を確実に除去して、口紅による色素
の沈着を防止できる。綿棒５４を使用してクレンジングを行うので、唇の縦皺や肌面のめ
くれなどの肌荒れが激しい部分に対して集中的にマッサージ刺激を与え、あるいは綿棒５
４に含浸させた美容用液を縦皺に対してピンポイント状にしみ込ませるなど、微妙な操作
を行なって唇の肌面の状態をさらに好適な状態にできる。
【００６９】
　イオンクレンジングを終了した後に、スイッチボタン１３を再度オン操作して、マッサ
ージと化粧料の展伸に適した第２モードに切換えて、加熱ヘッド２が適温になるまでの時
間（約３０秒）を利用して、唇にリップクリームをたっぷりと塗布する。次に、加熱ヘッ
ド２が唇と正対するように本体部１を持った状態で、加熱ヘッド２の肌摺接面３３を唇の
表面に接触させて、唇の中央から側端へ向かって加熱ヘッド２を繰返し転動させてリップ
クリームを塗り伸ばす。このとき、加熱ヘッド２から伝動される熱によって、リップクリ
ームに含まれるパラフィン油脂類やワックス類が軟化して液状化するため、図１７に示す
ように、唇に縦皺が形成されていたとしても、皺の内部にまでリップクリームを染込ませ
ることができる。また、加熱ヘッド２を転動させながらリップクリームを肌摺接面３３で
塗り伸ばすので、常に新規な肌摺接面３３で唇の肌面を加熱でき、従ってリップクリーム
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を効果的に展伸することができる。このとき、肌摺接面３３に接触する唇に、摺擦作用に
よる動的な刺激と温熱を与えられるため、血行の促進効果を発揮することができる。
【００７０】
　上記のように、リップクリームを唇の肌面に沿って均等に塗り伸ばした後に、マッサー
ジ面３２を唇の表面にあてがって円を描くようにして、温熱を加えながら唇全体のマッサ
ージを行う。さらに、唇の輪郭線に沿って円を描くようにマッサージ面３２を動かして、
唇の輪郭部分のマッサージを行う。最後に、唇の周辺、あるいは唇の肌面に付着したリッ
プクリームを軽くティッシュオフして唇のケアを終了する。唇のケアを行ったのちに口紅
を塗布することにより、口紅の塗布状態を滑らかで潤いに富んだ状態に仕上げることがで
きる。なお、ユーザーによっては、リップクリームを塗り伸ばすためにマッサージ面３２
を使用することが想定され、従ってマッサージ面３２と肌摺接面３３の機能の使い分けは
ユーザーの好みに委ねることとなる。
【００７１】
　以上のように、本実施例に係る美容器具によれば、リップクリームを唇の肌面に沿って
塗り伸ばした後に、加熱ヘッド２を唇の表面にあてがって、温熱を加えながら唇全体のマ
ッサージを行うことにより、唇の状態を良好な状態に整えることができる。具体的には、
唇の肌面がマッサージによって動的に刺激される効果と、温熱が加えられることによる皮
膚細胞の活性化を促す効果とが得られるので、動的な刺激効果と活性効果との相乗効果で
唇の血行を促進できる。これに伴い、唇の肌面の色合いを自然な状態に回復し、唇の表面
状態を艶やかでふっくらとした状態に整えることができる。さらに、唇のケアを行ったの
ちに口紅を塗布することにより、口紅の塗布状態を滑らかで潤いに富んだ状態に仕上げる
ことができる。短時間で唇のケアを行えるので、昼食後や退社前などの化粧直しなどの際
にでも手軽に唇のケアを行うことができる。
【００７２】
　第１モードと第２モードを行うのには、少なからず時間を要するので、入浴後にスキン
ケアを行う場合など、時間的に余裕がある状態で行うとよい。食後や退社前などの化粧直
しなどの際には、口紅をティシュペーパーで拭取った後、リップクリームを塗り伸ばし、
あるいは唇のマッサージを行った後、口紅を塗布すればよい。このように、上記構成の美
容器具によれば、一連のメイク作業を短時間で行なうことができ、従って唇の肌面のケア
をどこでも手軽に行える。さらに、出勤前のメイク時には、就寝前に塗布したリップクリ
ームを軽くティッシュオフした後、再度リップクリームを塗布して第２モードでリップク
リームを塗り伸ばし、あるいは唇のマッサージを行って口紅を塗布すればよい。
【００７３】
　図１８は美容器具の別の実施例を示す。そこでは、保持ケース７の上端に斜めの装着壁
１００を設け、この装着壁１００に加熱ヘッド２を同壁１００と直交する状態で取付ける
ようにした。この取付け形態以外の部分は、先の実施例と同じであるので、同じ部材に同
じ符号を付してその説明を省略する。以下の実施例においても同じ扱いとする。
【００７４】
　図１９（ａ）～（ｄ）は、それぞれ加熱ヘッド２の伝熱部３０の別の実施例を示す。図
１９（ａ）の加熱ヘッド２は、肌摺接面３３を断面六角形状に形成し、その端部に部分球
面状のマッサージ面３２を形成して伝熱部３０とした。図１９（ｂ）の加熱ヘッド２では
、断面円形の肌摺接面３３の端部に、平坦面からなるマッサージ面３２を形成した。図１
９（ｃ）の加熱ヘッド２では、肌摺接面３３を断面四角形状に形成し、その端部に平坦面
からなるマッサージ面３２を形成した。図１９（ｄ）の加熱ヘッド２では、肌摺接面３３
およびマッサージ面３２を１個の球面で形成して、肌摺接面３３とマッサージ面３２とが
境目のない状態で連続するようにした。以上のように、肌摺接面３３は、加熱ヘッド２の
表面に周回状に連続する状態で形成してあればよい。また、図１９（ｂ）および図１９（
ｃ）におけるマッサージ面３２は、加熱ヘッド２の上下方向の中心軸に対して傾斜させて
あってもよい。
【００７５】
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　図２０は面状発熱体１１の別の実施例を示す。図２０（ａ）では、ベースフィルム１１
ａおよび保護フィルム１１ｃを平面視でＣ字状に形成し、装着穴３９の周囲にヒーター線
１１ｂを配置した。ヒーター線１１ｂは、先の実施例と同様に、リング状のベースフィル
ム１１ａの全面にわたってつづら折り状に連続させて高密度に配置するが、その配置パタ
ーンが線対称になるように配置した。また、電極３８をベースフィルム１１ａの分断部か
ら下向きに導出した。図２０（ｂ）では、ベースフィルム１１ａおよび保護フィルム１１
ｃを平面視で正方形状に形成し、正方形の装着穴３９の周囲にヒーター線１１ｂをつづら
折り状に連続させて高密度に配置した。このように、面状発熱体１１の外形形状、および
ヒーター線１１ｂの配置パターンは自由に設定できる。
【００７６】
　図２１および図２２は美容器具の別の実施例を示す。そこでは、肌用電極５３を丸鍋状
に形成し、その中央に綿棒５４を装着するための装着穴６８を形成し、装着穴６８の周囲
に部分球面状のシート受面１０２を形成し、このシート受面１０２に含液シート１０３を
リング状のシート押え１０４で密着固定できるようにした。含液シート１０３は、綿シー
トあるいはガーゼからなり、肌用電極５３に外嵌するシート押え１０４で固定した後、化
粧水などの美容用液を含浸させた状態で使用する。
【００７７】
　上記のように、肌用電極５３に装着穴６８とシート受面１０２が設けてあると、イオン
クレンジング装置３の使用形態を、綿棒５４が装着穴６８に装着された第１使用形態と、
含液シート１０３がシート受面１０２に装着された第２使用形態とに切換えることができ
る。従ってユーザーは、綿棒５４を装着した第１使用形態で、例えば唇の肌面などの細か
い部分のイオンクレンジングを行うことができ、あるいは含液シート１０３を装着した第
２使用形態で、顔肌のイオンクレンジングを行うなど、美容器具を必要に応じて使い分け
ることができる。なお、第１使用形態および第２使用形態において、肌用電極５３をプラ
スの極性にし、グリップ電極５１・５２をマイナスの極性にしてパルス電流を供給すると
、イオン導出作用を発揮できる。また、肌用電極５３およびグリップ電極５１・５２を逆
の極性にしてパルス電流を供給すると、イオン導入作用を発揮して化粧水などの美容用液
の肌への浸透を促進できる。その場合には、本体ケース６に各電極５１・５２・５３の極
性を切換えるためのスイッチを設けておくとよい。
【００７８】
　図２３ないし図２５は美容器具の別の実施例を示す。そこでは、本体ケース６の下端に
斜めの装着壁１０６を設け、この装着壁１０６にイオンクレンジング装置３を斜めに傾斜
する状態で取付けるようにした。肌用電極５３は円盤状に形成し、その中央に綿棒５４を
装着するための装着穴６８を形成し、装着穴６８の周囲に平坦なシート受面１０２を形成
し、このシート受面１０２に含液シート１０３をリング状のシート押え１０４で密着固定
できるようにした。グリップ電極５１・５２は本体ケース６の両側面に左右に対向する状
態で配置した。本体ケース６の内部には２個の電池１２を配置して、電力量を増加できる
ようにした。この実施例の美容器具は、図２１および図２２で説明した美容器具と同様に
、第１使用形態と第２使用形態とに使用形態を変更して使い分けることができる。また、
イオン導出作用と、イオン導入作用とのいずれかを選択して、イオンクレンジングを行う
ことができる。
【００７９】
　図２３～図２５で説明した美容器具においては、肌用電極５３に複数個の装着穴６８を
設け、さらに電極ホルダー６５に同数の逃穴７５を設けることができる。例えば、シート
受面１０２の中央と、同受面１０２の傾斜下端側の周縁寄りとに装着穴６８を設けること
により、必要に応じて綿棒５４の装着位置を変更することができる。綿棒をシート受面１
０２の周縁寄りに設けた装着穴６８に装着して使用する場合には、肌用電極５３に邪魔さ
ることなく綿棒５４を肌面にあてがうことができるので、綿棒５４を用いたイオンクレン
ジングをより的確に行うことができ、美容器具の使い勝手を向上できる。
【００８０】
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　図２３ないし図２５に係る美容器具では、シート押え１０４を円盤状の肌用電極５３に
着脱したがその必要はない。シート押え１０４の周面一側を本体部１に対して回動自在に
連結し、シート押え１０４を連結軸の周りに回動させることにより、肌用電極５３に装着
した含液シート１０３の周面を押え保持して、シート受面１０２に密着させることができ
る。
【００８１】
　図２１～図２５で説明した美容器具は、以下の形態で実施することができる。
　グリップを兼ねる棒状の本体部１の一端にイオンクレンジング装置３が設けられており
、
　イオンクレンジング装置３は、本体部１に設けたグリップ電極５１・５２と、本体部１
の端部に設けた肌用電極５３と、これらの電極５１～５３にパルス電流を供給する電流調
整回路を含んで構成されており、
　肌用電極５３に綿棒を装着する装着穴６８と、含液シート１０３を密着するシート受面
１０２とが形成されており、
　含液シート１０３は、肌用電極５３に装着したシート押え１０４でシート受面１０２に
密着保持することができ、
　イオンクレンジング装置３の使用形態を、綿棒５４が肌用電極の装着穴６８に装着され
た第１使用形態と、含液シート１０３がシート受面１０２に装着された第２使用形態とに
、択一的に変更できるようにする。
【００８２】
　上記の実施例では、加熱部ホルダー４０と中空部３５の内周面とが、小さな隙間を介し
て内外に対向するようにしたが、加熱部ホルダー４０の筒壁４４の上端を中空部３５の内
周面に密着させて、加熱ヘッド２を加熱部ホルダー４０で内側から支持することができる
。その場合には、加熱ヘッド２に傾動モーメントが作用する際に、加熱ヘッド２を加熱部
ホルダー４０で受け止めて、加熱ヘッド２の基部を支持するケース部分が傾動モーメント
を受けて破損し、あるいは、加熱ヘッド２の受熱部３１と対向する熱源１１が、受熱部３
１で圧潰されるのを良く防止できる。
【００８３】
　上記の実施例以外に、熱源１１は保持ケース７の内面に張出した支持壁で固定支持する
ことができる。また筒壁４４は、前ケース７ａあるいは後ケース７ｂと一体に形成するこ
とができる。電源部１２は電池である必要はなく、商用電源を電源部１２とし、あるいは
２次電池を電源部１２とすることができる。スイッチ操作具１３は、押しボタン構造であ
る必要はなく、スライドノブ構造であってもよい。
【００８４】
　上記の実施例では、本体部１の一端に加熱ヘッド２を設け、他端にイオンクレンジング
装置３を設けたが、本発明の美容器具は、少なくとも本体部１の一部に加熱ヘッド２が設
けてあれば足りる。加熱ヘッド２は、ステンレス、銅合金を素材にして形成することがで
きる。また、使用時における加熱ヘッド２の加熱温度が充分に低いので、必要があればプ
ラスチック成形品、あるいはガラス成形品などで加熱ヘッド２を構成することができる。
【符号の説明】
【００８５】
１　本体部
２　加熱ヘッド
３　イオンクレンジング装置
６　本体ケース
７　保持ケース
１１　熱源（ヒーターユニット）
１２　電源部（電池）
１３　スイッチ操作部（スイッチボタン）
３０　伝熱部
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３１　受熱部
３２　マッサージ面
３３　肌摺接面
３４　装着軸

【図１】 【図２】
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